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言
I.緒
昭和 24年 1月改正少年法，少年院法の施行 Kよ
り，全国的に少年鑑別所，少年看護所が設置される
ζとになった。即ら，戦後の急激な社会変動と経済
混乱lとより，著しい浮浪児の増加を招き，亦一般犯
罪の増加，就中年少者犯罪の激増，その集団悪質化
は重大な社会問題となり，その早急且つ適切な対策 
が要望され，斯る施設の設立を見る様になった事は
記憶に新しい。従来，非行少年犯罪少年対策が兎角
一面K偏し易き弊害があり，之を避け，より広範囲
rc.，精神医学，心理学，教育学，社会学的諸立場を
取入れた分析的総合的科学的対策が実施されるよう
lζなった訳で、ある。其の後両施設は集約されて少年
保護鑑別所となり，亦少年法適周年令も 18才より
20才に引上げられ，名称も再び少年鑑別所と変更さ
れ，漸次施設の整備拡充，収容=調査二鑑別=審判
等の機能の緊密円滑化等逐次改善され今日記及んで
いるが，其の根本理念は，少年鑑別所，問看護所設
置の当初と変らない。
千葉県民於ては， 同法施行後6カ月，昭和24年
7月 1日，千葉少年鑑別所，問看護所が設置された
が，筆者等は，昭和25年 12月より其の収容少年の
精神医学的診断鑑別に従事している。
由来精神医学が犯罪現象の解明に貢献しだ処は大
きく，其の処遇対策に影響を与える処も砂くなし、。
次
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百.総括及び考察 
v.結論
司法精神医学が犯罪学Iζ占める位置は特異且重要な
ものであることは疑いない。併し従来， 乙の精神医
学的考察が，遺伝生物学的素質的犯罪観を重視する
ものと見倣され易いと ζろもあったが，現代犯罪生 
物学の中軸的立場にある精神医学的考察に於ては，
夙に環境要因を重視している乙とは周知のとおりで
あり， Ascha妊enburg，Birnbaum，Exner，Gruhle， 
Lenz，Stumpfel，就中， Healy; GIUeCk，吉益，樋
口らの強調すると乙ろである。乙の際環境要因とし
て，犯因性人格を形成発展せしめる内的及び外的の
持続的環境と，犯罪解発の場としての比較的一時的 
な環境，即ち犯因性行為環境とに分け，乙の環境要
因と素質との継時的力動的関係より犯罪現象を解明 
する ζとが，犯罪精神医学の主要任務である。鞠近
の隣接諸科学と密接な連携を保つ詳細な事例研究法 
双生児研究法の分野の発展は， この要請の現われに
他ならない。特に人格未発達な年少者犯罪の解明，
社会変動の急激な戦後の犯罪現象の解明には， 乙の
点を重視して，過ぎるという ζとはない。併し屡々
素質と環境との因果関係の詳細については，極めて
複雑多岐で追求解明の困難な点も多いが，之等を含 
括した資質の精神医学的分析は，決して其の重要さ
を失うものではな t'o ことで筆者は，千葉少年鑑
別所lと於て，収容少年の非行動態を調査すると共に
其の精神医学的診断を行い，資質と環境との相互力
動的関係を把持することに努め， 尚昭和 26年度と
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昭和30年度の両年度に亘る之等の点についての比
較調査を行い，少年犯罪の解明を行うた訳である。 
1. 調査の対象と方法
少年鑑別所に収容された少年の鑑別は， 4週間迄
の観護措置期聞に行われ，其の鑑別結果は家庭裁判
所に送附されて，審判の重要な資料となる。先ず鑑
別の基礎となるべき少年簿が作製され，本件内容，
家族歴，生育歴，家庭状況，教育歴，職業歴，非行
歴，性癖，噌好，趣味，交友関係等が聴取され，更
に入所後の行動観察，身体的検索と大略の精神状況
に就いての調査が記入される。併し屡々少年自身が
時lζは家族も故意I乙事件を陰敵したり，亦虚欺の申 
立てをする事は，犯罪関係の一般であるので，更に
家庭裁判所少年調査官による少年調査記録を参照し
て事実の正鵠を期し，必要に応じては学校紹介，警
察紹介等も行うて其の実態を把握した。次いで之等
の少年簿を基礎として個別的な問診を行い，知能検
査，性格検査，更に必要に応じては他種心理検査及
び詳細な身体的検査を加えて，其の精神医学的考察
を行い，之と犯罪との力動的連関を考察し記載した
ものが鑑別原簿である。之に今後の処遇上の指針等
を勧告したものが鑑別結果通知書として，家庭裁判 
所に送附されるわけであるが，今回の調査は， ζの
鑑別原簿を更に点検して統計的K考察したものであ
る。
なお第 1表は昭和24年7月 1日，施設が設置され
てよりの各年度別の男女別収容延数である。昭和24
年度は施設の設置の関係Iとより， 6カ月分の集計で
あり，昭和25年度迄は少年法適用年令が 18才であ
った関係から，此の収容数の基準は一律性を欠いて
いる。尚筆者らが，乙の精神医学的診断鑑別に従事
したのは，昭和 25年 12月であり，其の基準を一律
化するためもあり，昭和26年よりの統計的観察を
試みた。
第 1表年度別男女別収容数(延数)
男女一合 
III.調査成績 
1. 収容少年の年令構成
第 1表及び第2表K示した如く，収容少年数は，
昭和29年昭和30年に多少の増加は見られるが，昭
和 26年度を頂点として，大略漸減の傾向が認めら
れる。乙の傾向は全国少年犯罪累年比較と其の機を
-f(するものであり，社会的経済的状況の反映を考
慮しなければならない。次いで，其の年令構成を見
ると，女子K於ては柏々起伏があるが h逐次高年層
少年犯罪数の増加，固定化が認められ， 18才以上の
ものが大略 40%より 60%を示している。 ζの事実
は，今後少年犯罪の処遇上，種々考慮を要する問題
であるが，其の罪質と比較考察すると，より興味深
いものがある。
2. 収容少年の罪質分類
各年度別男女別罪質分類を示したものが別表 1で
あるが，其の大半を示める窃盗は最高 70%より最
低 43%余と逐次減少しているが，之に反して，強
盗，暴行傷害，恐喝等の兇悪粗暴犯，強姦， ~畏重要等
の風俗犯，虞犯が逐年的に増加している。佐藤，槌
口らの戦後の青少年犯罪の調査によれば，窃盗，強
盗，恐喝，殺人傷害，狭喪‘強姦等の悪質犯罪の増
加が注目されるべきものとされるが，昭和26年頃
より，生活犯とも謂わるべき窃盗の減少と対醗的
κ，兇悪粗暴犯，風俗犯の比率が増加している事は
注目すべき ζとである。之を全国青少年犯罪累年比
較と対比しでも大略同様の傾向を認めるが，少年犯
罪は其の背景となる社会風俗環境の影響を如実K証
明するものである。 ζれは特に覚醒剤取締違反K端
的K現われており，昭和28年， 29年と爆発的民増
加した同違反少年も，取締強化，処罰強化，啓蒙運
動により激減し，略々 2カ年l乙亘る一過性現象とし
て終止している。
罪質と年令との関係については，年少者犯罪に於
ては同一少年が他民数件を犯し，其の性質も多種不
定のものが多いが，亦郎に幼少時よりの習慣的な改
善困難なものも目立つ。特K後者の場合は，其の資
質の偏僑の反映が濃厚である。 
3. 収容少年の資質の分析
第 1表第2表及び別表 1ζ示した如く，昭和26
年より昭和31年K至る収容少年の動態を分析した
結果は，其の収容数，年令構成，及び罪質K於て相
違したものがある事を知った。犯罪現象を含めた広
義の異常行動が，常に資質と環境との相互力動的関
係にあるならば，相ひ隔る年次の資質の考察は，非
行開発K於ける資質の役割を，より良く理解分析し
得られるものであり， この点を考慮して，資質の逐
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第 2表 年度別男女別年令構成(延数〉
27年 28年 29年 30年 31年穴'-こ44m年 
年令~2IU 男|女 男|女 男|女。。 1 。 1 。 3 。 214未満 3 2 1 
14 ~ 15 341 39 3 21 3 19 2 18 1 17 1 
15 ~ 16 283 48 5 50 5 31 8 36 4 42 6 
16 _. 17 8109 101 7 70 5 61 1 53 4 67 6 
158 3 13617 -- 18 6 126 2 125 8 119 6 109 6 
18 ~ 19 150 13 130 5 175 3 177 5 183 7 154 7 
19 ~ 20 144 8 159 6 161 11 234 3 211 11 175 4 
20 以上 1 。 1 。 2 。 2 。 1 。 2 。 
|6判 371.6151位，-6081-引 6叫 271似 I 33T--568 I 31 
1 723 1ω7 )ωI 677 1 657 I 
別表 1 収容少年の罪質分類 
K7k26年 幻年 I 28年 29年 30年 31年男子|女子 男子 l女子 男子!女子 男子 l女子
兇 殺 人 1 1 6 。 2 1 。I。 7 。 5 。
悪 強 盗 20 。13 。13 。41 。34 。27 。 
5日 放 火 1 。 2 。 6 1 。。 4 。。 1 
粗 暴行・傷害 。45 。35 。 。 。59 。
暴犯 恐 喝 。39 。18 。15 。 。61 。
窃盗 1480 1 22 138与 I 26 I 324 I 18 I 285 I 12 I 300 ，17 I 304 I 14 
生能犯日 詐 
1 18 2 22 1 26 4 15 2 
横 領 6 。14 。10 o I10 。 5 。12 。
風俗犯
強姦狭量定 23 。23 。16 。20 。53 。37 。
賭博 1 。 4 。 1 。。。。。。。
其他の刑法犯[引 ()-Il() -T-0 1 9 1-0 -'-4-'ι-17 1云 1 2 r 0 
法違特反別令
銃砲万剣等 13 1 3 。 7 。 6 。 7 。 5 。
覚 醒 剤 9 。30 4 106 7 148 8 20 9 2 1 
軽 犯 罪 4 。 1 。 3 1 1 。 3 。。。
其 他 8 8 。。 1 。 6 。10 1 4 1 
虞犯 16 I 4I 22 I 0.1 35 I 1I 58 1 6 I 31 I 2 I 35 I 12 
合計 1686 I 37 1 615 1 32 I 608 1311旬。 127 24 1 33 68 I 31 同 同
 
年的な分析を避け，戦後最大の収容数を示した昭和 子 1名の再入所者があり，実数は，昭和 26年度 675 
26年度と，戦後 10年を経過し一応の社会的経済的 名，昭和 30年度 590名である。亦看護措置取消，
安定を示した昭和30年度との資質を，比較分析し 及び他鑑別所移送等により鑑別未了のものが夫々若 
Tこ。尚昭和 26年度比於ては，収容延数 723名中， 干名あった。
再入所したものは男子 45名，女子 3名あり，昭和 (1)収容少年の精神医学的診断 精神医学的診断 
30年度比於ては収容延数 624名中，男子 33名， 女 の結果を示したのが第 3表であるが，之と比較検討
-1662- 千葉医学会雑誌 第35巻
第 3表 収容少年の精神医学的診断
~年 度ー
正 
準 正 
昭和 26年
男 子|女 子 男 (子%)1世L_(~)I (樋(%) (%) 
47 1 31 
(7.9) (3.2) (5.7) 
178 。 230 
(29.9) (42.0) (16.74 ) 
(谷〉
(口%)〉(%〉
(15.73) 
精
神
薄 
~~ 
魯
痴 
白
鈍| 
痴| 
112 
(18.8) 
51 
(8.6) 
1 
(0.2) 
4 
(12.9) 
4 
(12.9) 
1 
(3.2) 
94 
(17.3) 
31 
(5.7)。
(0) 
(13.3) 
3 
(10)。 
(0) 
(14.8) 
(1.6) 
(0.2) 
(27.72) 
(3.3) 
性 格 異 96 (16.1) 
12 
(38.7) 
82 
(15.0) 
10 
(33.3) (25.0) 
精 神 病 
59 
(9.9) 
4 
(12.9) 
40 
(7.3) 
3 
(10) (25.4) 
精神薄弱+精神病質| 42 (7.1) 
脳外傷・脳疾患後遺症 l 4 (0.7) 
癒 病 i 3 (0.5) 
精 神 病| 
2 
(0.3) 
3 
(9.7) 
1 
(3.2) 
1 
(3.2)。 
(0) 
29 
(5.3) 
5 
(0.9) 
3 
(0.5) 
2 
(0.4) 
2 
(6.7)。 
(0)。 
(0)。 
(0) 
(3.6) 
(1.8) 
(0.6) 
(1.0) 
(2.27) 
(検 査 未 46 3 43 1 / / 
641 34 
(100) (100) 
590 31 (100) (100)(100) (100) 
検査未了分を差引いて百分率を算出した。
した戦前の調査は，保護少年について谷の調査した ては更に後述するが，特に年少者犯罪K於ては，未だ
ものであり，戦後のそれは槌口の調査したものであ 人格が未発達の為1[.，診断は必ずしも容易ではない。
る。 努めて生育歴，非行歴，習癖，行動観察，諸種心理
其の結果，正常又は準正常と見られるものが，昭 学的検査等により，縦断面的横断面的に考察診断し
和 26年度lζ於ては男子 37.8%，女子lζ於ては 3.2% 1こ。精神病については，昭和 26年度男子氏於ては
であり，昭和30年度比於ては男子 47.7%，女子 26.7 精神分裂病及び，接枝性分裂病であり，前者は入院
%であり，いずれも正常範囲と診断されるものが増 加療の既往もある。昭和30年度男子氏於ては，精
加している。之を槌口，谷の戦後及び戦前の調査と 神分裂病の疑い，及び接枝性分裂病である。其他少
比較してみると，両者の純計が収容施設，少年院で 数ながら，癒痢，脳外傷及び脳疾患後遺症等が認め
あるのに比べ，女子氏於ては特に精神医学的な異常 なれた。 
性が著しく高率である事は，注目すべき事である。 (2)知能知能検査方式は新制田中B式知能検査
尚準正常と目されるものには，知能，性格等に偏侍 法により集団的It之を検査したのであるが，収容少
は覗われるが，著明でなく，時に診断困難という疑 年に於ては，審判を控えての不安動揺，性格的偏傍
聞の多いものも介入されて仕舞う事もある。次いで のため往々著しく検査成績の動揺が見られるが，時
精神薄弱は，昭和 26年度κ於ては男子 27.6%，女 にはそれが性格偏侍の診断の重要な指針となり得る
子 29%，昭和 30年度に於ては男子 23%，女子 23.3 事もある。尚時に応じては他種個別的検査も行い，
%であり，大略戦前の谷の報告に近い。性格異常， また集団検査も極力人員を少数民制限して行うた。
更に精神病質傾向著しきものを加えると， 昭和 26 第4表は其の結果である。
年度比於ては男子 33.1%，女子 61.3%，昭和 30年度 此の結果，両年度共に大略I.Q 81 ~90の範囲を
に於て男子 27.6%，女子 50%を示し，男子に於ては 頂点として上下に漸減的に分布しているが，女子K
，大略 30%前後を示すが，女子K於ては著しく高率 於ては檎々不規則である。 ζの平均は，一般に比し
を示すことが注目すべき事である。精神病質につい て極く僅かであるが低格であった。尚I.Q30以下
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第4表知能検査成績 は，所謂義務教育に於ける基本学習に欠け知識の披
3 0年
行があり J似非な精神薄弱的生活様式を示す ζとが
多い。 
手1% 李1% (3)精神病質について 従来の調査報告によればJZ手l;61;|% I
13以下03， 
31;...40 15 
41--50 38 
51--60 62 
61--70 68 
n--80 84 
81--90 115 
~n--100 98 
101--110 58 
111--120 35 
121--130 14 
130以上 6 
35検査未了 
犯罪現象の資質的基盤として，知能の欠陥よりも性
2.1 2 6.3 12 2.1 1 3.3 格の異常性が著しく重要であるという ζとは周知の
2.0 1 3.32.5 1 3.1 11 
5.7 1 3.3 
事実である。筆者の調査成績に於ても，昭和 26年
6.3 2 6.3 32 
6.7 
度に於ては男子 33.1%'，女子 61.3%，昭和 30年度
8.1 210.2 3 9.4 46 
13.3 に於ては男子 27.6%，女子 50.0%で，夫々精神薄弱11.8 415.6 6711.2 5 
20.0 の比率を超えている。併し異常性格更に精神病質の12.5 108 19.1 613.9 4 
16.7 診断は相当の困難を伴うものであり，時lζ《青年期20.7 525.0 11719.0 8 
。。16.2 9.6 5 15.6 1 3.1 90 15.9 8 26.7 43 7.6 は未だ性格を持たぬ》と謂われる如く，未熟未分化であり，将来の教育可能性，可塑性もあり，未だ個
4.1 1 3.3 体としての固有特色ある反応傾向が形作られぬ七。。235，8 1 3.1 2.3 11 2.0 1 3.3 め，其の概念規定，類型的考察に於ても慎重を要す。。。/1.0 6 1.1 る。従来精神病質については， Koch，Birnbaum， 
12 24 /// / Gruhle， Homburger， Kahn， Ewald， Scholz， 
641 I 34110Oい川 ∞川
10ωO1 印則防同9ωO川51 1100.131110O.∞川∞
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検査未了分を差ヲ引|いて百分率を算出し7たこ。
の不良な検査成績を示すものも自についたが，之の 
結果を以って直K白痴という事は出来ない。年少犯
罪者に於ては，特K性格要素から不安定の結果をみ
るζとが多く，斯る症例も更に個別診断により，痴
愚と認められたものが多い。
由来犯罪者の知能については， 1914年 Goddard
の精神薄弱についての論文，続く 1915年の William
Healy，Kよる 1000名の少年犯罪者の知能検査に続
いて， I， Burt，Augasta-Bronner，Spaulding，Rossy 
Cardwell等幾多の追試報告があり， 其の結果も高
低区々の数値を報告しているが，我国に於ては吉益
を中心とする新井，近喰，中田，樋口等の広範な調
査報告があり，従来の報告の吟味から，検査方法の
適正な選択を強張しており，s式検査が集団検査は
はより適切であると共K，従来の高率な精神薄弱の
報告に警告を与えている。しかし，反面，可塑性，
柔軟性，力動的機構に乏しい精神薄弱者の生活様式
に於では，適応性を失い易く，環境要因lとより容易
に非反社会的行為に陥り易いことは軽視出来ないと
乙ろである。昭和 26年及び昭和 30年の両年度l乙於
ける精神薄弱者の比率l乙於てふ男女子共に 5%前
後の相違を示しており，環境要因の犯罪開発への影
響が覗われる。尚限界級ともいうべき1.Q 80以下を
も含めると，両年度男女共K41--43%の多数を示
すので、あるが，また，検査を通じて認められること
動態的，層構成的，反応的，或は体質的に種々の類
型学的考察が行われているが，我国では広く K.
Schneiderの概念規定と其の分類方法が用いられ，
比較検討するにも便である。しかし其の類型は，科
学上の一つの特性を抽出したちのであるから，現実
には純粋な類型の存在は砂くサ其のト混合複合せる類
型を見出す事が多い。そこで今，性格異常，精神病
質について，無理に其のーの類型に挿入する事をや
め，教育衛生研究所による心情質横断面を求め，其 
の偏侍徴標と認められる類型の如何なるものが多い
かを集計してみた。第3表による性絡異常，精神病 
質，更K精神薄弱兼精神病質と診断されたものは，
昭和 26年に於て男子 197名，女子 19名であり，昭
和 30年K於ては男子 151名，女子 15名であり，之
等の示す異常偏僑徴標を集計したのが第 5表であ
る。
この結果によれば男女子共K，之等の異常徴標を
平均4以上持っていることが判る。尚其の類型内容
を見ると，意志欠如性，即行性，不安定性，気分易
変性，自己顕示性，及び爆発性等の偏筒が著しく自
立ち，前七者を内向的徴標とみれば，後七者の外向
的徴標が大半を示め，大略 75%以上を占めている。
従来犯罪現象との関係深い精神病質の類型として，
意志欠如型，自己顕示型，爆発型，気分易変型，狂
信型，情性欠如型，発揚型精神病質等があげられ，
戦前の谷の調査も，所謂興奮放縦型といわれる性格
偏僑が全体の 74.1%を示し，戦後の樋口の調査報告
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第 5表異常偏侍徴標の類型診断 第6表身体発育状況
年、課\竺?雪~I 2%6 |年李干| 1% 3 0手1% 1字1%
抑欝性 13 1.7 2 2.7 10 1.5 1 1.7 
無力性 2.7 12 3.311 1.5 2 1.8 2 
25 3.4 4 5.4 20 3.0 3 5.0過感性 。。10 1.3 2 2.7 11 1.7強迫性 
1.1 2 3.31.1 3 4.1 7自己不確実性 8 。。13 2.11.8 1 1.4 14自 閉性 
38 5.1 1 1.4 40 6.1 1 1.7粘着性 
88 11.9 2 3.32.7 79 : 12.0 2意志欠如性 
101 13.313.5 9 12.0 93 14.2 8即行性 
96 12.9 6 11.78.1 84 12.8 7不安定性 
気分易変性 85 111.4 13 17.6 79 i12.0 !10 1 16.7 
自己顕示性 124116.6 15 20.3 
12.0 85 !12.9110 1 16.7 爆発性 93112.5 9 
爽快性 371 5.0 5 6.8 271 4.112 1 3.3 
ト¥体位
\ー~I 身長 l 体重|胸囲
ゾコ合内| てcm) i (kg)I (cm)¥夕、別 I'----/I --0/ I' 
年ぶ~I 男子|女子 l 男子|女子|男子|女子
竺出量;iLigiljL3122i2担2 
61即 1152.1 ¥必 01必 31ml似 
_，16
0 
9 
157.8 1 150.6 1 48.1 1 46.6 1 78.2 1 81.
1 158.3 1 151.17 1 ~~~.~ I~'::~.~ I;~.~1159.11 149.91 51.
3 1 49.6 1 46.8! 80.1 ! 81.~~.~ I~~.~ I2 1 46.6! 81.0! 79.3 
i158.7! 151.41 51.3 1 46.5 1 78.9 ! 80.5 18 i~~~.:.. I~~~.~ I~~.;:: I~.~ I:"':;.~ I _，17 |161.31 152.71 52.9 1 48.1 1 81.5 1 79.7 
1 i叫削|537149018231ω 
162.81 149.31 54.3I 49.9 J 83.8 I 83.5 
oliωlmlM21山 iM1iuo163.31 153.5 1 55.0 1 54.1 1 84.8 1 84.4 
上段は昭和 26年度，下段は昭和 30年度である。
般青少年の体位と比較して劣るところはない。之は
戦後の樋口の報告と比較して相違すると乙ろで，昭
和 30年度比は，殆んど戦後の疲弊から快復し，既 
lζ戦前の平均値を越え，体位の向上を来している乙
合 計作42100.j叫0.j657 )100.160 )100 とが覗われる。次いで収容少年の帯患疾病について
調査したが，第7表は其の結果である。
も，意志薄弱型，情性欠如型，発揚情性型精神病質 第7表帯患、状況
を強張し，特l乙戦後の特色として，発揚情性，及び
情性欠如型の増加を報告している。筆者の調査に於
ても大略同様の傾向を示し，昭和 26年度及び，昭
和 30年度lζ於て，其の類型も相違がない様であっ
た。唯，情性欠如，亦は情性稀薄型精神病質につい
ては，特に考慮を要するところであり，青年期の反
抗，非妥協的，両立性，不安定性等の一般的精神特
徴を充分考慮し，其の行動観察等も合せ行い慎重lζ
診断を行うたが，生来性の情性稀薄は比較的少数で
あった。むしろ他の偏侍Iとより，幻少時よりの犯罪
が習慣常習化し二次的形賦的に一見情性稀薄を疑わ
せるが如き場合が比較的多かった様lζ思われる。む
しろ，自己顕示性，不安定性，気分易変性の性格偏
侍が強く，刺激lζ対する反応が不安定，不釣合であ
り，要求水準の過大さ K比して，葛藤の抑制や転化 
K欠け，短絡的，爆発的，即行的な行為に走る等の
精神構造の未成熟不調和が目立っていた。 
(4)身体状況身体発育についての測定値を得た
のが第 6表である。
以上の結果を見ると，女子に於ては数値に多少の
動揺があるが，之は実数の少数のため正確を期し難
い。之κ反し，男子氏於ては年令の増加と共に発育
値は略々平行的K増加し，亦昭和 30年度比於ては，
一般に昭和 26年より体位の増加が見られ，之はー
。。
2 6年 3 0年宍p¥l¥女男 J主 
男子|女子 男子|女子
7 42 3眼科疾患 61l 。61耳鼻咽喉科疾患 9 
7 115皮膚科疾患 56 
7 58性病 13 
1 4内科疾患 7 
13 2 11脳神経疾患 。 25外科疾患 
4? 3?(妊 娠) 
主。

此の結果眼科疾患が比較的多く，特に結膜炎， ト
ラコーマが多かったが，次いで皮膚疾患，就中野癖
等は未だ昭和 26年比は 10%弱を示したが，其後は
漸減している。次いで性病であるが，審判を前Iとし
て収容少年は努めて性病を否定しようとし，慢性淋
疾などで未だ自覚症が残りながらも訴えず，一度審
判が少年院送致と決定すると，反って自ら医療を請
うと t'う態度があるので可成の成績の相違があると
も思われる。之に反し，女子では収容と同時に比較
的素直な態度となり，既往も述べたが，慢性子宮内
膜炎等を併発し，相当程度のひどいものもあった。
兎I乙角，女子 K於ては性病擢患の比率が 20%を上
下する高率であり，環境不良を証明している。之は
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妊娠という事実にも現われており，特lζ女子lζ於て 第8表保護者状況
は，同棲，不良雄売春，妊娠という生活環境が 子二戸 26年 30if. 1 Il>l~'l~ 1 
年少者に於ては悪循環的貧困と窺乏を来し，犯罪関 \~I 26if. ヂ l戦後|戦前
発の重要な契機となるととは疑いなし、。しかし屡々 ~ljl 男子|女子|男子|女子 I(槌口 )1 (谷〉
保護者""-¥ (%)1 (%)1 (%)1 (%)1 (%)1 (%)少年が述べる疾病そのもの，または医療費弁済のた 体臨伺¥; -斗ー ← l l i l1342 1 11 1308 I 1 1 
0':7)1 (34.V 9 実父母 	1t56~2)! (3.L3~3)! t5 
，63' 3 I57' 1 I 
こす不健康な生活l乙陥り易き精神的欠陥が，より基 (1'o. 1 o.l) (3~3)1実父のみI 3)1 (9~1) (i' l (9.8)1 (5.2) 
めの犯罪の如き理由づけも，時には斯る状態を引お 0)1 (28.2)1 (22.1) 
本となっている事も屡々認められると ζろである。 実母のみ I(，9!Q¥I (')，7.)¥!即 ')¥1r11¥1rQ1}1 
|(15.3)1 (21.2)¥ (19.0)1 (36.7)1 
，
(11.2)1 (5.3) 
尚残余の内科疾患峨ては，肺結侠，心臓病，胃潰 実父・継i40 i 4i35ナτi i 
蕩があり，脳神経疾患に於ては脳性及び脊髄性小児 胃 L(堅企1(12.1)1_i6.8)) (3.3)1 (9.8)1 (3.6) 
実母・継I21 1 2 I15 I 3 1 1 
麻痔，脳膜炎後癒府，精神分裂病，先天性梅毒lとよ 父 1 Ô~4)[ (6.1)1 (2.7)1 (10.0)[ (3.8)[' (0.5) 
る精神薄弱があった ζとは先述した通りであり，外 同 胞I_l!~J 2I1}_， I2I，~_， I 
(兄・姉)1 (2.8)1' (0) 
，，
1 (2.
，
0)1 (0) 
，，
1 (8.0)1 (2.4) 
科疾患として斜頚，先天性股関節脱臼，虫垂炎等が ?百・叔父i12 iI i8 io i J 
認ゆられた。	 豆一」よ型2U3.0〉!(1.4)! (O〉10.2) 
3 1 1 I 1 I 0 1 
4・収容少年の環境分析 祖父母(旦担 (3州(od(O)((1621(50.9) 
精神発育，精神生活に直接或は間接に影響を及ぼ その他| 
す外界を環境とすれば，先天性及び後天性環境と分
けることが出来，之の環境と素質が相互力動的，臨 
鞍的I乙作用しつつ個性を形成するのであるが，遺伝
素質と之等環境の区分は常に明瞭とはいえない。乙 
の調査に於ては，深く遺伝関係や先天性環境を調査
する事が出来得なかったが，後天的環境就中少年の
個性形成に重要な人間環境一家庭環境，学歴，職歴
等について調査した。その結果先ず最も犯罪母胎と
して重要視される欠損家庭(brokenhome)につい
て調査したのが第8表である。
此の結果を見ると，欠損家庭は昭和 26年よりも，
昭和 30年に於て男女共により多く，昭和 30年度に
於ては男子 45.3%，女子 70%に及んでいる。之等は
戦前の谷の調査，戦後の樋口の調査と比較していて
其の%は低いが，女子氏於ては相当の高率を示して
いる。瞬近の研究調査によれば，欠損家庭の持つ意
義は其の形式的障碍にあるのでなく，其の家庭内教
育能力，保護能力，経済能力等の少年の人格的発達
の障碍を引起し易い機能的な観点から，より重要視
されべきものである。筆者が調査した収容少年の非
行時の生活環境は，家出，逃走，浮浪，不安定な住
込み，売春等で家庭の保護監督を全く欠くものが，
男子 42~る，女子 77% に及んでいることは， 欠損家
庭の数と比較検討して興味あることである。家庭の
生活状況についても， 乙の点の考慮が必要であり，
筆者は其の家庭状況を，上，中，下及び極貧の 4段
階lζ別けて調査したが，下又は極貧の生活状態にあ
るものは，全体の 54%.， 64%を示していた。乙れ
は戦前の谷の調査の 40%弱の数値に比較すると，
，;"Jr，!OO}，，!δ(.}n
1 (1.3)1 (3.0)1 (1.8)1 (10.0)¥ (5.6) 
一一一一寸-Io i3 ig十-2-'一一一ぽレI/1v~\ r;1'¥ r1~A ， 1 r;'，'.¥
!(1.61
， 
0.11(
1 
1.4〉!(6.7〉!(12.旬、 
I ./ 	I32 I 1 I27.1 1 I 
(未調査)1(ー )1 (ー )1 (ー )1(一)1 / I/ 
Ir~~" ， I ，}n~ ，1~9~(\ ，1r，3}" ，1r1 (1(¥ ，11(100.)1 (100.)[ (100.)1 (100.)1 (100.)1 (100.) 
未調査分を差引いて百分率を算出した。
より高率の生活貧困化が認められ， Burtの調査成
績に近い。次いで保護者が如何なる職業が多いかを
調査したが，農業の 35%を頂として，職人，人夫
雑役目傭，商業，工員，無職，行商，漁業，会社公
務員，自由業等の順になっている。之等の点も常児
単なる職業の高低という形式K捉われず，少年の人
格発達への影響如何に真意があり，詳細な親子関係
の調査が必要である。少年が家庭に次いで重要な人
間環境としては，学校生活をあげることが出来る。
そζに於ける適応障碍は，先ず資質の異常さを端的
に表明するものであると共rc，犯因性人格発達の重
要な時期であり，怠学，無断欠席等が，く犯罪の幼
稚園>として， Bronner，Healy等も強く指摘する
とζろである。学制改革等のため，筆者の調査は一
律性を欠くが，怠学，無断欠席等を示したものは全
体の 63.2%と高率を示している。乙の数値は，戦前
の谷の調査の 50.5% IL比し，より高率であり，戦後
の樋口の調査と大略同率である。今ことに収容少年
の学歴状況を示すと，第9表の如くである。
此の結果を見ると，義務教育の新制中学卒業迄も
充分出来得なかったもの男子 39.2%，女子 51.9%で
あり，大略 40，._ 50%を示している。之等の怠学，
無断欠席，義務教育過程の適応障碍が，如何に少年
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第 9表収容少年の学歴状況 l乙課せられた問題である。
:1
よ瓦J竺男子(川女子
未 就 一て山「 4 0.7 。
|μ。 
少学校中退 13.8446 8.1 
34 6.0 3H 卒業 。 10.3。3.721中学校在学中 
8 27.6123 21.7H 中退 
1/ 34.547.2267 10卒業 
112 2.1 3.4高校在学中 
2 6.89.252H 中退 
5 10.9H 卒業 。 3.4。2 0.4大学在学中 
224不 明 / / 
100.合計 I590 I100. I31 1 
少年犯罪の社会的環境としては，享楽繁華の影響
は強い。犯行地分布を見ると都市では，千葉市，船
橋市，市川市が圧倒的K多く，郡部氏ては，山武郡
東葛飾郡，香取郡，市原郡に多い。之は単に享楽繁
華という他lζ，経済動態をも考態せねばならず，戦
後の闇物資の激しく取引された郡部 lとも比較的多
く，成人との関係も考慮されねばならない。筆者の
調査に於ては，成人との共犯は男子に於て 15.6%を
示し，単独犯は 50%で、あった。しかし女子氏於て
は90.1%が単独犯であり，之は女子の性格特徴であ
ろう。青少年の飲酒も犯因性行為環境として益々重
要性を帯びて来ており，また，戦後の特色としての風
俗犯も，屡々郡部の偏避の地K於て，集団的な強姦，
狸喪行為の行われる ζとは，筆者の調査に於ても経不明分を差引いて百分率を算出した。
犯罪に重要な初発症状として見られるかは，この数
値の示すと ζろであるが，尚他の要保護性癖，即ち
喫煙，飲酒，覚醒剤乱用，性交経過，刺青等をあげ
る乙とが出来る。喫煙は男子 53.7%，女子 47.9%， 
飲酒は男子 37.3%，女子 51%，覚醒剤乱用は男子
17.5%，女子 38.7%，性交経験は男子 46.5%，女子
に於ては著しく高く 86%を示し，刺青は男子 17.3
%，女子に於て 3.2%を示した。之等の要保護性癖
の習慣化が女子K於て著しく高いことは，其の資質
の不良性と比較して，資質と環境との相互関係の重
要性を知るわけである。少年の職業が亦犯罪開発の
重要な契機となる事も疑いない。男子に於ては最初
の職歴は，工員，家業手伝い，徒食無職，商庖見習，
奉公，土方，人夫日傭ひ，学生等の順であるが，犯
行時に於ては， 徒食無職が最高となり 36.6%を示
し，次いで，家業手伝い，土方，人夫，日傭い，飲
食庖見習い，工員等と推移し，女子K於ては，最初
女中奉公，無職，家業手伝い，工員であったものが
犯行時には， 売春生活をしている者25・8%に及び，
次いで無職，飲食庖見習い，女中，家業手伝い等と
推移し，との間転職が多い。少年K於ては，一般に
派手な顕示的な職業が好まれ，安定した地味な職業
を嫌い，転々と職を変え，収入の不安定，濫費等に
より悪循環的K職業の転落を来し，犯行K陥るとい
う例が極めて多い。特に女子K於ては，売春という
安易，怠惰な生活に転落する例が砂くない。また，
調査の結果，農漁業の二，三男が新制中学を卒業し
験するところであり， ζの際，中心煽動的な成人，
叉は精神病質者の役副は大きく，農漁村lζ於ける社
会学的考察も亦欠くととが出来ない。
IV. 総括及び者察
筆者は，昭和 26年より昭和 31年に至る千葉少年 
鑑別所iζ収容された犯罪少年の非行の動態を調査す
ると共に，昭和 26年度及び昭和30年度の両年度lζ
於ける収容少年の資質の分析，環境の分析を行い
比較考察し，少年犯罪に於ける資質と環境との力動
的関係を把握しようと努めた。以下之を要約する
と，収容少年数は昭和26年を頂点として漸減しつ
つあったが，昭和 29年K多少とも増加している。
之の内容Kついては a社会安定経済安定により生活
犯ともいわれるべき窃盗の逐年的減少にも不拘，昭
和 28年， 29年と覚醒剤取締違反が激増して収容数
の減少傾向を温んでいる。幸い同違反が一過性現象
に終ったが，次いで粗暴犯，風俗犯が増加の傾向を
示した。尚収容少年の年令構成を見ると逐年的lζ高
年令層が増加，固定を示す傾向があり， 大略50%
が 18才以上の少年に集約され，其の非行内容も成
人犯罪の色調を帯びつつある事が注目される。次
いで収容少年の資質Iζついては，精神医学的対象と
なったものが，男子，女子共に昭和26年度に於て，
より高率を示し，男子氏於ては 62.2%，女子K於て
は96.8%と非常な高率を示していた。犯罪現象が資
質と環境との相互力動的関係から把持されるもので
あるならば，社会現象の不安定期比於ては，安定期
単に家業手伝いという名目のみで，実際児は殆んε のものに比して資質の異常性の荷重は比較的軽いの
徒食，放任されたままであった例が多く，之は今後 ではないかと考えられたのであるが，筆者の調査成
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績の結果は，むしろ昭和 26年度lζ於ける未だ漸く 第 10表初犯拾に再犯と精神医学的診断
社会安定が得られ始めた頃I?:，資質の異常性が高率
であった。この点については，年少者に於ては，不
安定な異常社会iζ容易に影響され，人格発達の偏侍
即ち犯因性の異常資質の発達を来し易いものと考え
られ，終戦及び之に引続く異常な戦後の混乱期民生
活した影響とも考えられる。精神薄弱について見る
と，筆者の調査した結果は比較的高率であって，大
略戦前の谷の調査成績と同率を示すのであるが， ζ 
乙に於ても昭和 26年度lとより高率を示している。
一般に精神薄弱の生活態度は柔軟な適応機制に乏し
く仇紋切型，単一型の精神構造の弱点をそのまま露
呈し，保護環境の不備不安定は容易K犯罪K陥る危
険性を有している。保護環境の如何に依つては，時 
lζ犯罪に陥る危険を阻む因子もあり得るわけである
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が，調査の成績によれば僅かながら，男女子共に昭和 
26年度に多い。異常性格叉は精神病質と診断される
ものについては，両年度男女共に最も高率を示し，
特l乙女子に於ては収容者の過半数を越える%を示し
ている。其の類型は男女子共に所謂情性稀薄型は砂
く，大部分が外向的偏{奇，就中自己顕示性，不安定
性，気分易変性偏{奇が強く，要求水準の過大きに比
して葛藤の抑制!と転化に欠け，短絡的，爆発的，即
行的な行為Iζ走り易い様lと忠、われた。之等少年の精
神医学的分類調査と，収容少年の罪質との関係を調
査したのであるが，年少者犯罪K於ては，同一少年
が他に数件の異質的犯罪を行うという多種傾向が強
く，特筆すべき結果は見出し得なかった。尚再犯要
因に於ける精神医学的欠陥の役割については重要な
ものがあり，筆者はここに，昭和 30年度比収容さ
れた少年の再犯とその精神医学的診断との相関を調
査し，之を第 10表l乙示した。
即ち，同年入所した少年男子 590名中 235名は少
くとも 1回以上は入所した再犯者であり， 女子 31
名中 12名は再犯者であり，大略 40%が再入所者で
あり相当の高率を示す。之等再犯中最高 5回の入所
をしたものは男子 8名，女子 1名であった。乙の再
犯者中，最も高率を示すものが，性格異常，精神病
質，亦之等を伴うた精神薄弱であり，男子 103名
(50.2%)，女子 8名 (72.8%)を示し，情意偏侍の
犯罪基盤としての重要性を証明している。尚精神分
裂病の 2名はいずれも欠陥状態の情性欠如の習慣的
単独犯罪を行うていた。洗いで身体的検索の結果は
昭和 30年度に於ては昭和 26年度のそれよりも体位
の向上が見られ，一般に比して遜色はないが，帯患
i叫叫山叩!(叫叫∞
検査未了分を差引いて百分率を算出しTたこ。
率は高く，特l乙女子K於ては性病が比較的多かった。
年少者犯罪に於ては，身体疾患が容易に犯罪開発の
契機となる事も多いが，屡々之等疾病が不健康，不
安定な生活の証明であり，斯る生活l乙陥る精神生活
の不安定，未熟性を端的に表明した場合が多い。環
境については，犯罪開発の直接契機ともなる犯因性
社会的一時環境としての酒精，集団性，戦争及び社
会状況の変動等も極めて重要であり，筆者の調査に
よっても，罪質の変動等として現われているが，尚
少年犯罪lζ於ては，犯因性人格を発展せしめる持続
的環境，即ち家庭環境，教育環境，職業環境の持つ
意義は極めて重要である。調査の結果によれば，社
会状況がより安定を示した昭和 30年度に於て，欠
損家庭の比率はより高く，特に女子に於て其の傾向
が著し~，。両年度の資質の調査に於ても，女子に著
しく不良さが認められた事，家庭の経済状況，犯行輸
時の保護状況等も，総て欠損家庭の型式的欠陥のみ
でなく，そ ζK含まれた人格発達の障碍という力動
的，有機的障碍としての重要性を持つものである。
最後に犯罪の準備状態として，特に重要視され，早期
発見の手段ともすべき，就学状況，就中無断怠学， 
また，要保護性癖ともいわれるべき喫煙，飲酒，性
交，刺青，覚醒剤I者癖について調査したが，学校生
活中より怠学，無断欠席等の適応障碍を起したもの
は 60% 余を示し，喫煙は 53~る，飲酒は 37%，性交
経験 46%，就中戸女子に於ては 86%余の高率を示
し，単純な刺青を含めれば入墨は 18%弱を示し，
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覚醒剤使用経験者も略々同様数を示した。 
之等の結果を総括考察すれば，少年犯罪の分析に
於ては，犯罪開発の契機としての社環境の影響も重
要視せねばならないが，特に犯因性人格を発展せし
める幼少時環境の調査分析が必要であり，亦資質の
偏イ奇，不適応性を早期iζ発見し，其の異常人格の発
達を阻み，早期の適切な対策を行う乙とが絶対不可
避な事である。 
54v.結 員岡
1. 千葉少年鑑別所の収容少年の動態を見ると，
昭和 26年を頂点として漸減したが，昭和 29年比は
覚醒剤濫乱の余波を受けやや増加している。 
2. 収容年令構成は，逐年的に高年令層に移行じ
て，大略固定して来ている。其の罪質と比較考察す
れば，成人犯罪の傾向を有して来ており，今後その
処遇Kも考慮を要する。 
3. 逐年的Iと窃盗は減少しているが，之に反して
粗暴犯，風俗犯の増加が見られ，酒精の影響は軽視
出来ない。 
4. 昭和 26年度と昭和 30年度との精神医学的診 
断の比較調査を行うたが，昭和 26年度に於て其の
対象となる者が多く，精神薄弱と性格異常乃至精神
病質が其の大半を示めた。前者は適応性の脆弱から
社会不安定と相まって非行を開発し，後者は戦後の 
不安定社会より，其の犯因性人格の発達を促された 
ものと考えられる。此の点は特に女子K著しい。 
5. 知能検査の結果を見ると，平均的に柏々低格 
であり，限界級の知能低格迄を含めば，精神薄弱の
占める比重は軽視出来ない。
6. 精神病質の類型民於ては，約 3んが外向的な 
偏侍を有し，就中自己顕示性，気分易変性，不安定 
性が目立ち，短絡的な爆発性，即行的な行為lζ走る 
不調和，未熟な性格構造を露呈しており，之は昭和 
26年度及び 30年度に於ても大略同様で、あった。
7. 帯患状況に於ては，一般衛生施策の改善され 
?こ昭和 30年度に及び減少しているが，女子氏於て
は尚性病は多く，妊娠等，少年には直接犯罪の開発
契機となる事実も見逃せない。 
8. 保護環境の欠陥，就中欠損家庭は，男女共に
昭和 30年度lとより多く，特K女子氏多く見られた。
之等の点については，家庭経済の状況，人間関係，
教育，僕等の幼少時よりの個性発達に重要な影響を
与えるものであり，両年度の社タ状況の変化にも著
しく左右される事なく，尚重要な意義を有している。
9. 少年犯罪の前徴は，其の要保護性癖の発来に
より，比較的早期K発見され得るものであり，其の
犯因性人格の発展は犯罪の習慣性を促進するもので
ある事は，再犯に於ける精神病質の重要な位置ずけ
を考察すれば明瞭であり，深い精神医学的洞察によ
り，其の心身不調和の早期発見と適切な処置が望ま
れる。
j閣筆する K当り思師荒木教援の御懇篤な御指
導と御校関を頂いたことを深く感謝致します。
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